
101追分高校です追分高校です

ひ
ま
わ
り
の
絆

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ

　

交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
４
歳

の
東
陽
大
君
の
生
き
た
証
を
残
し

た
い
と
の
家
族
の
願
い
と
交
通
事

故
根
絶
へ
の
強
い
願
い
が
ひ
ま
わ

り
の
種

と
な
っ

て
京
都

府
木
津

警
察
署

の
巡
査

部
長
さ

ん
に
引

き
継
が

れ
「
ひ

学
社
融
合
事
業

　
安
平
町
教
育
委
員
会
と
の
連
携

事
業
「
学
社
融
合
事
業
」
の
一
環

で
、
３
年
生
選
択
授
業
「
食
物
研

究
」「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
で
は
、

地
域
の
物
的
・
質
的
資
源
を
活
用

し
た
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
食
物
研
究
」
で
は
、
地
元
で

採
れ
た
野
菜
（
道
の
駅
あ
び
ら
Ｄ

51
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
購
入
）
や
安

平
町
で
生
産
さ
れ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ

を
使
い
ピ
ザ
を
作
り
ま
し
た
。
生

徒
か
ら
は
「
お
い
し
い
」「
ま
た

作
り
た
い
」
な
ど
好
評
で
し
た
。

　
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
で
は
、
安

平
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
「
パ
ー

　
王
子
総
合
病
院
助
産
師
、
木
川

田
綾
子
様
を
お
招
き
し
て
、
助
産

師
の
活
動
か
ら
見
え
る
母
子
保
健

や
健
康
に
関
す
る
こ
と
を
ご
講
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
育
児
、
出
産

に
か
か

わ
る
健

康
管
理

と
男
女

相
互
へ
の

労
り
の

意
識
が

高
ま
っ

た
よ
う

で
す
。

母
子
保
健
講
話

ま
わ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
な
っ
て

全
国
の
警
察
署
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

本
校
で
は
、
苫
小
牧
警
察
署
か

ら
い
た
だ
い
た
「
ひ
ま
わ
り
の
種
」

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
が
『
交

通
事
故
に
遭
わ
な
い
こ
と
を
願

い
』
種
を
蒔
き
、
水
を
や
り
、
世
話

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
見

事
に
大
輪
の
花
が
咲
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
の
様
子
に
つ
い
て

は
、
苫
小
牧
警
察
署
に
掲
示
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、

妊
婦
体

験
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
や

赤
ち
ゃ

ん
人
形

の
抱
っ
こ

体
験
で

は
、
妊
婦

の
大
変

さ
や
赤
ち
ゃ
ん
の
扱
い
を
体
感
で

き
、
男
女
問
わ
ず
有
意
義
な
活
動

と
な
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
命
の

大
切
や
偉
大
さ
を
認
識
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

10
月
の
行
事
予
定

９
日
㈮

　
避
難
訓
練
・
後
期
一
斉
委
員
会

23
日
㈮

　
地
域
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
１
学
年
）

ク
ゴ
ル
フ
」

の
授
業
を
年

間
12
回
行
っ

て
い
ま
す
。

日
に
日
に
上

達
し
て
ス
コ

ア
が
伸
び
て

い
ま
す
。
体

育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
授
業
と

は
違
い
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
授
業

は
、
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も

上
が
り
、
上
達
ス
ピ
ー
ド
も
早
い

よ
う
で
す
。

▶皆さんのご意見をお寄せください◀
北海道追分高等学校（☎・FAX㉕2555）

〒 059 ‐ 1911 安平町追分本町７丁目８番地
ホームページで「追高の今」をご覧ください。
【http://www.oiwake.hokkaido-c.ed.jp/】

追高＝一人ひとりが主役の学校
　追分高校は、少人数だからこそ、強い絆で結
ばれた仲間と出会え、誰もが主役になれる学校
です。
　追分高校の教職員は、生徒一人ひとりをかけ
がえのない存在として認め、３年間かけて、自
律した 18 歳に育て上げます。

追高＝一人ひとりを伸ばせる学校
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